
　１２月４日、南部宅老所に通う高齢者の皆さんが正月用のしめ縄作りを行いました。宅
老所のしめ縄作りは、新海多美子さん（矢口、左から２人目）の指導で毎年恒例行事と
なっています。「年々皆さんが上手になってきました」と新海さんは目を細めていました。

No. 996

“お正月の準備” 
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主な内容 

年末年始業務案内 

まちの話題 

行政評価 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　年末年始のゴミの収集日、施
設の開館状況などを確認してく
ださい。 

　産業まつり、人命救助、中学生
が体験文で知事賞に選ばれた
話題などを紹介。 

　町行政の仕事を見直すために、
行政評価を行いました。 

　卯之山地区の秋葉山と弘誓
院をぶらり。ウサギかと思いきや
…。 
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広報あぐい　２００９年１２月１５日号

○印は平常業務　　■は休み公共施設の休み案内
１　　月１２　　月

施　設　名 ５日
（火）

４日
（月）

３日
（日）

２日
（土）

１日
（金）

３１日
（木）

３０日
（水）

２９日
（火）

２８日
（月）

２７日
（日）

○○○阿久比町役場
�48-1111

○○○保健センター
�48-1111

○○中央公民館
�48-1111※

○○町立図書館
�48-6231

○○勤労福祉センター
�48-6644※

○○ふれあいの森
�48-8431※

○○阿久比スポーツ村
�49-2500※

○○草木グランド
�49-2500※

○○白沢グランド
�49-2500※

○○板山グランド
�49-2500※

○○○○丸山公園武道場
�48-6644※

○○○○○○○○半田斎場
�27-8700

死亡届・出生届など戸籍の届出、火葬の利
用手続きは、役場宿直室で受け付けます。
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�
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ごみ収集
・ １２月３１日（木）～１月３日（日）まで休業します。
・ 年末は特にごみ収集所が混雑しますので、家の内外の掃除は計画的に。

各地区年末年始燃えるごみ収集日
　　●福住・福住園高台・阿久比団地・板山・高根台・メイツ巽ケ丘・白沢・白沢台・草木
　　　　収集最終日　１２月２８日（月）　　収集開始日　１月４日（月）
　　●横松・萩・宮津・宮津団地・宮津山田・坂部・卯之山・阿久比・椋岡・矢口・高岡・植・大古根
　　　　収集最終日　１２月２９日（火）　　収集開始日　１月５日（火）

家庭系・事業系ごみの東部知多クリーンセンターへの搬入について
　　　　搬入最終日　１２月３０日（水）午後 4時まで　　搬入開始日　１月４日（月）午前８時３０分から
１月の資源ごみ・燃えないごみの収集
　下記地区は、通常の収集日と異なりますので注意してください。（１月のみ）

※「阿久比町分別収集カレンダー」を確認のうえ収集日以外にはごみを絶対に出さないでください。
し尿くみ取り
・ １２月３０日（水）～１月３日（日）まで休業します。
・ 年末は１２月２９日（火）まで、年始は１月４日（月）から平常日程でくみ取りをします。
・ 申し込みは、町指定のし尿くみ取り券取扱所でお早めに。

１月の資源ごみ・燃えないごみの収集日地　区　名
第２・第４金曜日白沢・白沢台
第３・第５金曜日草木
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年末年始休日診療案内

◎受付時間　午前９時～正午

１２月２９日（火）
高津耳鼻咽喉科　�（４９）２５２５

１２月３０日（水）
阿久比クリニック　�（４８）８８６６

１２月３１日（木）
阿久比クリニック　�（４８）８８６６

１月１日（金）
竹内整形外科・内科クリニック
　　　　　　　�（４７）１２７５

１月 ２日（土）
阿久比クリニック　�（４８）８８６６

１月３日（日）
山田内科　�（４８）３７３７

年末年始休日歯科診療所

１２月２９日（火）～１月３日（日）
◎受付時間　午前９時～午後１時
半田歯科医療センター
（半田市港町１-６２）
��（２３）２６３６

□問い合わせ先　環境衛生課
　�（４８）１１１１（内３１０・３１７）

※　印の施設は、平成２１年１２月２８日（月）８時３０分から平成２２年１月５日（火）８時３０分ま
で予約システムでの予約を休止します。（空き状況の確認はできます）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
第
四
回
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
十
二
月
五
日
、
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
（
長
久
手
町
）
で

開
か
れ
、
町
を
代
表
し
て
出
場
し
た
九
人
の
選
手
た
ち
は
強
い
雨

が
降
り
続
く
中
で
力
走
し
、
五
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

雨
の
中
力
走 
愛
知
駅
伝 
愛
知
駅
伝 

　

駅
伝
競
走
は
公
園
内
の
九
区
間
二
九
・

七
キ
ロ
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
県
内
六

十
市
町
村
が
市
と
町
村
の
部
に
分
か
れ
て
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
年
代
の
「
男
女

混
成
九
人
」
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

阿
久
比
代
表
チ
ー
ム
は
、
前
半
か
ら
町

村
の
部
参
加
二
十
五
チ
ー
ム
中
、
十
位
前

後
を
キ
ー
プ
し
、
終
盤
で
徐
々
に
順
位
を

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
最
終
ラ
ン
ナ
ー
の

九
区
に
タ
ス
キ
が
渡
っ
た
時
点
で
六
位
と

な
り
、
最
後
は
大
接
戦
の
末
、
順
位
を
一

つ
上
げ
五
位
で
ゴ
ー
ル
し
、
昨
年
に
続
き

見
事
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
カ
ー
の
平
井
慎
太
郎
さ
ん
（
一
般

男
子
の
部
）
は
、「
素
晴
ら
し
い
結
果
が

残
せ
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ

で
す
」
と
話
し
、
チ
ー
ム
を
率
い
た
鈴
鹿

敦
監
督
は
「
二
年
連
続
で
入
賞
で
き
た
こ

と
は
本
当
に
う
れ
し
い
。
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
雨
が
降
る
中
、
選
手
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
も
感
謝

し
ま
す
」
と
選
手
た
ち
の
健
闘
を
た
た
え
、

ス
タ
ッ
フ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

強
い
雨
が
降
り
、
肌
寒
い
最
悪
な
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
の
駅
伝
競
走
と
な
り
ま
し

た
が
、
選
手
た
ち
は
世
代
を
超
え
た
一
本

の
タ
ス
キ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
つ
な
ぎ
、

�
自
分
た
ち
の
ま
ち
�
阿
久
比
町
の
た
め

に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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広報あぐい　２００９年１２月１５日号

　世帯内の国民健康保険、社会保険（被用者保険）、長寿（後期高齢者）

医療制度などの各加入者が1年間（毎年８月～７月）に支払った医療費

と介護費用の自己負担額を合計し、自己負担限度額を超えた金額を支給

します。これは、医療と介護サービスを両方利用している世帯の負担を

軽減する制度です。

○　支給対象
　医療費と介護費用の自己負担額があり、両方合わせた自己負担限度額が下表を超えている世帯。
※＜注意＞
　ここでいう「世帯」とは住民票上の世帯ではなく、７月３１日時点で加入している医療保険制度が同じ場
合のことを言います。
　例えば、夫婦でも一方が「長寿医療制度」、もう一方が「国民健康保険」のケースなど、加入する医療保
険制度が異なる場合は、住民票上同じ世帯であっても合算されません。

○　計算する期間
　毎年８月から翌年７月までの１２カ月間。
　今年度に限り、平成２０年４月から平成２１年７月までの１６カ月間で計算した額と比較し、多い額を支給し
ます。

○　自己負担限度額
７０歳未満の世帯７０歳～７４歳の世帯７５歳以上の世帯

社会保険または国民健康保険など 
＋介護保険

社会保険または国民健康保険など 
＋介護保険

長寿医療制度 
＋介護保険加入している保険

１２６万円（１６８万円）６７万円（８９万円）６７万円（８９万円）　現役並み所得者
　上位所得者

６７万円（８９万円）５６万円（７５万円）５６万円（７５万円）　一　般

３４万円（４５万円）
３１万円（４１万円）３１万円（４１万円）　区分Ⅱ
１９万円（２５万円）１９万円（２５万円）　区分Ⅰ

※　（　）内の金額は平成２０年４月１日から平成２１年７月３１日までの１６カ月を支給対象期間とする場合の自
己負担限度額です。

現役並み所得者（７０歳以上）
　健康保険の場合：標準報酬月額（一定期間の報酬の平均額から定められるもの）が２８万円以上など。
　国民健康保険・長寿医療制度の場合：課税所得１４５万円以上など。 

上位所得者（７０歳未満） 
　健康保険の場合：標準報酬月額５３万円以上。
　国民健康保険の場合：世帯全員の基礎控除後の所得の合計額が 600万円を超える。 

区分Ⅱ
住民税非課税の世帯。

区分Ⅰ
世帯全員が、住民税の課税対象となる各種所得の金額がないなどの方（年金収入のみの
方の場合は年金受給額 80万円以下）。

一般
上記のいずれにも該当しない方。
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○　申請受付
・　印鑑、振込先の分かるものを持参してください。
・　申請受付は毎年７月３１日時点で加入していた保険者で行います。　
・　介護保険・国民健康保険・長寿（後期高齢者）医療制度の世帯の方で支給の可能性がある方に
は１２月以降にお知らせしますので、記載された問い合わせ先の窓口に申請してください。
・　町外へ転出、または町外から転入された方、ほかの健康保険から国民健康保険、長寿（後期高
齢者）医療制度に変わった方は転入前の市町村や以前加入していた医療保険制度への手続きが必
要となります。（お知らせは送付しません）

・　申請方法
　①　国民健康保険または長寿（後期高齢）医療制度・介護保険のみの世帯の方
　　保険課の窓口で申請をしてください。
　②　社会保険・国民健康保険・長寿（後期高齢者）医療制度の世帯の方
　　社会保険で事前に自己負担額証明書を取得して、保険課の窓口で申請をしてください。
　③　社会保険・介護保険のみの世帯の方
　　社会保険で申請をしてください。必要な場合は保険課の窓口で自己負担額証明書を取得してく
ださい。
　④　国民健康保険から社会保険に変わった世帯の方
　　国民健康保険で自己負担額証明書を発行しますので、保険課で手続きしてください。

□問い合わせ先
　保険課　�（４８）１１１１
　介護保険に関すること：介護保険係　（内２２８・２９０）
　国民健康保険に関すること：国保係（内２１４・２１６）　
　長寿（後期高齢者）医療制度に関すること：医療年金係（内２５７・２１５）

○　負担軽減の例
＜夫婦２人世帯のともに７２歳・町民税非課税の例＞
　国民健康保険で２５万円の医療費と介護保険で２５万円の介護費用を支払った場合

����������	
�����

これまでは  

　１年間で医療費２５万円、
介護費用２５万円を支払い
１年間の自己負担額が５０
万円。 

これからは  

　年間５０万円を支払った後、支給の申
請をすると、自己負担限度額３１万円を
超えた１９万円の支給が受けられ、年間
の負担が３１万円にとどまります。 

夫負担 25万円  
　（医療サービス） 

医療・介護 
自己負担限度額（年間） 

31万円 

妻負担 25万円 
　（介護サービス） 

世帯負担 31万円  
　50万円－31万円 

　　　　　＝19万円 

※申請により差額の１９万円が支給されることとなります。 
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●人命救助で感謝状

１１月２５日、人命救助で名古屋・中川消防署から感謝状
を受けた、（有）庭番造園土木勤務の中津野隆さん（草
木）が、町長室へ報告に訪れました。
中津野さんは、１１月１２日の仕事中、名古屋市中川区の
堀川でおぼれている女性を救出しました。
「素晴らしい。町民の誇りです」と町長が活躍をたた
えると、中津野さんは「当たり前のことをしただけです。
これからも、何か手助けできる場面に遭遇したら冷静
に対処しようと思います」と話していました。

町長へ感謝状を受けた報告をする中津野さん（中央）

●消費生活展で日ごろの活動を紹介

活動報告が展示された会場

●多くの人でにぎわう

多くの来場者でにぎわう特設ステージ前

●キラリと光る３個のメダル

第１０回アジアシニアボウリング選手権（１１月中旬
フィリピンで開催）で日本代表として出場した高本正
子さん（矢口）が、ダブルスとフォーメンチームで金
メダル、個人総合で銀メダルに輝きました。
１１月２５日、町長室を訪れた高本さんは「過去2回メ
ダルが取れなかっただけに、今回の３つのメダルは本
当にうれしい」と笑顔で町長に結果を報告。
３個のメダルを首に掛け「次の大会では個人総合金

メダルを取りたい」と抱負を語り、高本さんは２年後
のオーストラリア大会を見据えていました。

笑顔で結果報告をする高本さん

町の産業を紹介し、振興を図る目的で、第３２回阿久
比町産業まつり（阿久比町産業まつり実行委員会主
催）が１１月２１日と２２日の２日間、役場駐車場で開かれ
ました。
協賛企業や商店など各種出店コーナーが並び、特設
ステージでは多くのパフォーマンスやキャラクター
ショーなどが繰り広げられました。
２日間で約９,０００人が会場を訪れ、ミカンのつかみ取
りや鉢花プレゼントなどには、多くの家族連れが長い
列を作っていました。

あぐいくらしの会が催した第３１回消費生活展が１１月
２１日と２２日の２日間、中央公民館南館ホールで開かれ
ました。
くらしの会では、消費者の立場で環境問題などに取

り組んでいます。「活かそう消費者の知恵～未来を見
つめた賢い選択～」をテーマに会場では、ケナフ栽培
や水を浄化するEM菌だんご作りなどの活動報告など、
さまざまな取り組みを紹介していました。また、地球
温暖化防止を推進するため、今年の夏に募集した「緑
のカーテン」の写真も飾られました。
会員らは来場者に「身近なところから、環境問題を

考えてください」と呼び掛けていました。

�������
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 
　
「
今
日
も
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ

が
集
ま
っ
た
」「
何
だ
、
こ
れ
」「
減
ら
な

い
ね
」

　

毎
月
第
一
日
曜
日
、
早
朝
の
三
十
分
間
、

駅
前
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
通
称
�
朝
ボ

ラ
�
で
の
会
話
。「
き
れ
い
に
な
っ
た
！
」

と
い
う
満
足
感
と
共
に
、「
な
ん
で
こ
ん
な

に
、
捨
て
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
人
々
の

モ
ラ
ル
の
な
さ
を
、
毎
回
腹
立
た
し
く

思
っ
て
い
る
。

　

僕
達
阿
久
比
中
学
生
は
、
生
徒
会
を
中

心
に
地
域
の
人
達
と
協
力
し
て
こ
の
朝
ボ

ラ
を
行
っ
て
い
る
。

　

僕
自
身
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
兄

に
つ
い
て
、
こ
の
作
業
に
何
度
か
参
加
し

て
き
た
。
花
壇
や
道
路
、
階
段
な
ど
、
て

き
ぱ
き
と
掃
除
し
て
い
く
阿
中
ジ
ャ
ー
ジ

の
姿
に
感
動
し
、
自
分
も
そ
の
仲
間
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

去
年
か
ら
は
、
阿
中
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て

の
朝
ボ
ラ
参
加
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
中

学
生
生
活
は
忙
し
く
、
朝
は
一
分
で
も
長

く
寝
て
い
た
か
っ
た
。
だ
か
ら
朝
ボ
ラ
へ

行
く
の
が
つ
ら
か
っ
た
。
寝
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
と
き
も
あ
っ
た
が
、
寝
ぼ
け
眼
で

も
現
地
へ
行
け
ば
、
仲
間
と
共
に
は
り

き
っ
て
、
ま
た
�
朝
ボ
ラ
し
た
ぞ
！
�
と

社
会
貢
献
が
で
き
た
気
が
し
て
う
れ
し

か
っ
た
し
、
達
成
感
が
あ
っ
た
。

　

何
回
か
参
加
し
て
い
く
う
ち
、
僕
の
中

で
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
毎

回
、
同
じ
よ
う
な
ゴ
ミ
が
出
る
こ
と
、
そ

の
量
も
減
っ
て
い
か
な
い
こ
と
へ
の
疑
問

が
わ
い
て
き
た
こ
と
だ
。
花
壇
の
中
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
を
拾

う
た
び
、
捨
て
た
人
の
姿
が
頭
に
浮
か
び
、

悲
し
い
気
分
に
な
っ
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
執
行
部
と
し
て
阿
中
生

に
参
加
を
呼
び
か
け
る
立
場
と
な
り
、
み

ん
な
が
僕
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、
朝

ボ
ラ
が
イ
ヤ
に
な
ら
な
い
か
心
配
に
な
っ

た
。
た
だ
現
状
は
、
参
加
者
数
は
減
っ
て

お
ら
ず
、
僕
の
心
配
は
無
用
だ
っ
た
よ
う

だ
。
逆
に
僕
自
身
が
そ
ん
な
弱
気
に
な
っ

た
こ
と
を
反
省
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
だ
ろ
う
。
僕
は

行
動
す
る
こ
と
だ
け
で
は
本
当
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
、
い
え
な
い
よ
う
な
気
が
す

る
。
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
い
え

ば
、
拾
う
だ
け
、
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
捨
て
な
い
心
、
汚
さ
な
い
心
を

い
つ
も
も
つ
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
箱
へ
入
れ
る
と
い
う
こ
と

は
人
間
と
し
て
の
常
識
だ
か
ら
、
そ
の
人

の
問
題
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
結
び
付
け

て
は
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果

的
に
、
ゴ
ミ
が
減
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
い
い
よ
う
な
気

が
す
る
。

　

自
分
の
心
の
中
で
も
、
常
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
い
と
思
う
。
こ
の
こ

と
も
、
阿
中
生
へ
の
呼
び
か
け
に
加
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。�
絶
対
ポ
イ
捨
て
は
し

な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
と
う
！
�

と
。
ま
た
、
生
徒
会
で
議
題
と
し
て
、
駅

前
の
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
た
い
。
例
え
ば
、
朝
ボ
ラ

の
様
子
を
写
真
に
撮
っ
て
掲
示
し
、
美
化

を
呼
び
か
け
る
な
ど
。

　
「
明
る
い
社
会
づ
く
り
」
の
た
め
に
、

僕
が
今
一
番
で
き
る
こ
と
は
、
や
は
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
清
掃
だ
け
で

な
く
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
訪
問
な
ど
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
参
加
す
る
こ
と
だ
。
ま

た
、
自
分
自
身
の
中
で
は
、
ゴ
ミ
を
捨
て

な
い
な
ど
、
環
境
保
護
や
エ
コ
意
識
を
も

つ
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
、
仲
間
と
の
友
情
を
深
め
、
楽

し
く
元
気
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
だ
。

地
域
の
方
と
も
交
流
し
、
社
会
の
中
心
に

少
し
ず
つ
入
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

明
る
く
積
極
的
に
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

阿
知
波
君
の
体
験
文
は
、
知
多
五
市
四

町
の
小
中
高
校
百
二
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

九
千
百
九
十
三
点
の
応
募
の
中
か
ら
地
区

会
長
賞
、
県
審
査
で
最
優
秀
の
知
事
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
七
日
、
東
海
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
表
彰
式
と
発
表
会
が
あ
り
、
阿
知
波
君

は
、
表
彰
を
受
け
た
後
に
、「
朝
ボ
ラ
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し
た
知
事
賞
の
体

験
文
を
、
こ
の
日
出
席
し
た
多
く
の
関
係

者
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

知
事
賞
に
選
ば
れ
た
体
験
文
を
掲
載

（
一
部
省
略
）
し
ま
す
。

　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
知
多
地
区
実
践
体
験
文
（
同
運
動
知
多
地
区
推
進
協
議
会
な

ど
主
催
、
愛
知
県
な
ど
後
援
）
に
応
募
し
た
阿
久
比
中
二
年
の
阿
知
波
遼
君
の
作
品
が
、

愛
知
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

阿
久
比
中
学
二
年　

阿
知
波　

遼
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○
行
政
評
価
と
は

　

行
政
評
価
と
は
、「
行
政
の
行
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
、
そ
の
費
用
に
見
合

う
だ
け
の
効
果
（
成
果
）
を
出
し
て
い
る

か
」、「
無
駄
や
重
複
し
て
い
る
部
分
は
な

い
か
」
な
ど
と
い
っ
た
視
点
か
ら
行
政
の

仕
事
を
見
直
し
、
行
政
の
進
め
方
を
改
善

し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　

目
標
を
明
確
に
し
て
客
観
的
な
評
価
を

行
う
こ
と
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
・
効
率
的

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
評
価
結

果
に
基
づ
く
改
善
を
次
年
度
以
降
の
計
画
、

事
業
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

○
行
政
評
価
の
導
入
目
的

　

阿
久
比
町
で
は
、
次
に
掲
げ
る
三
つ
の

目
的
に
重
点
を
置
い
て
行
政
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①　

施
策
、
事
務
事
業
の
改
善
・
改
革

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
は
、
担
当
職
員

の
客
観
的
な
評
価
に
よ
る
改
善
・
改
革
の

提
案
と
、
事
務
事
業
の
組
み
合
わ
せ
と
し

て
の
施
策
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
計
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
の
サ
イ

ク
ル
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

②　

職
員
の
意
識
改
革
と
政
策
形
成
能
力

の
向
上

　

行
政
評
価
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

目
的
か
ら
見
直
し
ま
す
。
評
価
す
る
こ
と

に
よ
り
、
目
的
意
識
、
成
果
意
識
、
コ
ス

ト
意
識
と
い
っ
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図

り
、
ま
た
評
価
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
運

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
政
策
形
成

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

③　

住
民
へ
の
説
明
責
任

　

行
政
評
価
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
こ
と
に
よ
り
住
民
が
ど
れ
だ
け
満

足
し
た
か
と
い
う
成
果
の
概
念
と
、
人
件

費
を
含
め
た
コ
ス
ト
と
成
果
の
関
係
を
評

価
し
、
改
善
・
改
革
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
で
、

行
政
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

○
行
政
評
価
の
取
り
組
み

　

自
分
た
ち
の
仕
事
を
今
ま
で
以
上
に
よ

く
知
り
、
よ
り
良
い
事
務
事
業
に
し
て
い

く
と
い
う
前
向
き
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

職
員
自
ら
が
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を

見
つ
め
直
し
、
よ
り
良
い
行
政
に
変
え
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

行
政
評
価
は
、ま
ず
担
当
者
が
行
う「
事

務
事
業
評
価
」
と
、
総
括
管
理
す
る
課
長

が
行
う
「
施
策
評
価
」
の
二
段
階
で
行
い

ま
し
た
。

　平成２１年度は３５０の事務事業評価を実施し、それを総合計画の６つの施策大綱、４５の施策目標に整理しました。
結果は次のとおりです。　
評価対象事務事業数

比　率件　数施　策　大　綱
　６.０%　２１第１節　魅力ある顔と丈夫な骨格をもったまち
　１４.９%　５２第２節　快適な暮らしのできるまち
　２３.７%　８３第３節　安らぎと安心した暮らしを支えられるまち
　９.１%　３２第４節　活力を生み出すまち
　２４.０%　８４第５節　誰もが生き生きと活躍できるまち
　２２.３%　７８第６節　計画的で高度な住民サービスを提供するまち
１００.０%３５０合　　　計

　施策評価により、「施策の目的・目標」、｢施策の評価 ｣、「施策の方向性」を洗い出しています。各施策の目
指すところ（目的）を明確にし、現状を客観的に分析することで、施策の方向性を明示しています。
　今回示された改善の方向性は、次の通りです。

件　数内　　　容改善の方向性
　２６投入量（人・予算等）の拡大により、さらに大きな成果を求める。拡　　充

１７１
投入量（人・予算等）はそのままに、手段等の見直しによる、有効性
等の改善を図る。

改　　善

　０投入量（人・予算等）の低減により、効率性の改善を図る。縮　　小
１５２現状の投入量（人・予算等）成果を維持する。現状維持
　０事業そのものを民間など外部へ委託する。民間委託
　１事業を一時的に取りやめ、様子を見る。事業を廃止する。廃止・終了
３５０合　　　計
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　改善の方向性のうち、「拡充」、｢廃止・終了 ｣とされた事務事業は、次の通りです。
【拡　充】

担当課評価者のコメント事務事業名

建設課ＰＲ方法の工夫をして、住民に適切に情報を公表する。土木施設の占用、使用、
承認工事等に関すること

建設課住民が安全・快適に利用できるよう、施設の整備と維持・管理に努めるとともに必要な
面的な公園の配置計画を立てる。山田中央公園の拡張事業を進めている。公園緑地事業

環境衛生課小型合併浄化槽の普及促進、生活排水に対する住民の意識の啓発強化、水質浄化設備の
整備をする。環境保全事業

環境衛生課クリーンエネルギーを利用し地球温暖化防止を図るため、補助事業を推進する。住宅用太陽光発電施設導
入促進事業

環境衛生課広域でごみ処理を行っているが処分場など残余量が無く、今後ごみの増加に対応する施
設の確保が必要となる。ごみ処理事業

環境衛生課国、県と合わせ補助事業を実施している。今後、単独浄化槽からの転換の促進を図る。合併処理浄化槽設置費補
助事業

建設課交通安全施設の必要な個所の調査および設置または修繕を行い、良好な施設の維持に努
める。坂部駅北の踏切改良を図り、歩道を設けた。交通安全施設整備事業

防災交通課避難場所などへ備蓄倉庫を順次設置していく。防災行政無線の難聴区域の改善に努める。災害対策施設整備事業

防災交通課自主防災会を対象とした防災研修会の内容を充実し「防災リーダー」の育成に努めると
ともに、全地区に防災委員を創設した新しい自主防災会の育成強化に努める。防災普及事業

上下水道課安定供給および地震などの災害時における水道水の確保のため第３期拡張事業を推進す
る。水道拡張事務

環境衛生課地域で自主的に健康づくりに取り組む人の割合を増やすためにも、連絡会に対し支援の
充実を図る。

健康づくり健康体操に関
する事業

環境衛生課感染症などの予防のため、今後も啓発に努める。予防接種事業

環境衛生課町で行う健診の他、妊婦に１４回、産婦に１回、乳児に２回の健診代の補助を行い、子
育ての経済的負担を軽減する。母子保健乳幼児健診事業

保険課成年後見センターの機能を強化し、相談および連絡体制を整備する必要がある。権利擁護事業

産業課宮津地区および阿久比・矢高地区の土地改良事業の推進を図る。農地基盤整備事業

産業課工業用地の確保と企業誘致に努める。企業誘致関係事業

産業課自ら考え、判断し、行動できる消費者の育成を図る。
消費者相談窓口などを設置して、消費者相談の充実を図る。消費者行政関係事業

産業課観光協会の設立、観光の拠点づくりを推進する。観光関係事業

学校教育課校舎施設の改修を計画的に推進する。幼・小・中施設整備事務

学校教育課教育環境の向上のため、電子黒板の導入、地上デジタルテレビ・ノートパソコンの充実
など、教材備品を計画的に整備していく。

幼・小・中環境整備事業
（備品購入）

学校教育課町の主要な事業として今後拡大していく。幼保小中一貫教育プロ
ジェクト事業

学校教育課TT・ALT・生活支援員などを配置するとともに、地域の支援体制を充実して教育環境の
充実を図る。学校支援事業

企画財政課引き続き小中学生の海外派遣事業や外国人教師による英語教育を推進していく。今後、
受け入れ事業も実施していく。国際交流事務

総務課研修は、資質向上に大変有効であり、重要であるので、積極的に参加するよう努める。
他市町の状況も参考にしたい。職員研修事務事業

総務課老朽化が進み、維持費が増大していくが、新庁舎建設が具体化するまで、必要最低限の
修繕をしていく。早急に内部検討会議を進める。庁舎管理事務

企画財政課今年度から住民要望もあり１カ所増やし、１０会場で実施した。今後も、一般住民が多く
参加できるようにＰＲに努め、広聴活動を行っていく。まちづくり懇談会

【廃止・終了】
担当課評価者のコメント事務事業名

保険課後期高齢者医療制度へ移行することを周知した。老人保健医療事務

　施策の目的・目標、施策の評価、施策の方向性、事務事業の改善の方向性など、詳しい結果は企画財政課の
窓口と阿久比町ホームページ（http://www.town.agui.lg.jp/ka/kizai/kikaku/gyouseihyoukah２１_index.html）
で公表しています。
□問い合わせ先　企画財政課企画電算係　�（４８）１１１１（内２０４）
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○ ５５ 

　町内のすべての幼稚園、保育園、小学校、中学校では、「あぐい教育
週間（１０月２４日～１１月７日）」に保育公開・授業公開を行い、約４,８００
人の皆さんの参加がありました。
　学習発表会などの行事と時期を合わせたり、講演会・パネルディス
カッション・音楽会などを行ったりして、たくさんの方が参加できる
ように、各園や学校で企画を考えました。子どもの様子を見るだけで
なく、参加者との交流を図ったり、教育について考えたりする機会と
なったでしょうか。

園園園園園園園園園園園園園園園園やややややややややややややややや学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校ででででででででででででででででのののののののののののののののの園や学校での
子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののの様様様様様様様様様様様様様様様様子子子子子子子子子子子子子子子子をををををををををををををををを公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開子どもたちの様子を公開

　阿久比町では、平成１７年度から幼保小中一貫教育プロジェクトを立ち上げ、「欠落なき」「落差な
き」「段差なき」教育を求めて、町内すべての幼稚園・保育園、小学校、中学校が一貫性のある教育
に取り組んでいます。園・学校、保護者、そして地域がそれぞれの役割を果たしながら、町全体で
子どもたちを育んでいきたいと考えています。
　「人育て」は、学校だけではできません。家庭だけでもダメです。学校、家庭、地域が同一目線・
同一歩調で協働して実現するものだと思います。今後も一貫教育プロジェクトが行う事業に参加し
て、多くの意見や感想を聞かせてください。
※　１１月２日の「あぐい教育の日」を中心とした２週間を「あぐい教育週間」と定めています。
□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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２２ 
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３０ 

児童館あそびひろば 

児童館あそびひろば 

休 

休 

休 

休 

休 

休 休 

休 

休 

休 

●　「おさんぽぴっぴ」は、その日の天候などにより、実施しない場合がありますのでご了承ください。 
●　児童館「あそびひろば」は、卯ノ山児童館で行います。午前１０時～午前１１時３０分です。 
●　　　マークは芝生広場の開放日。おもちゃの準備や片付けは、皆さんの協力をお願いします。午前
　９時３０分～午前１１時３０分です。 

児童館あそびひろば 
草木なかよしひろば 

北原なかよしひろば 

児童館あそびひろば 

児童館あそびひろば 
英なかよしひろば 

東部なかよしひろば 

中部なかよしひろば 

児童館あそびひろば 
城山なかよしひろば 

児童館あそびひろば 宮津なかよしひろば 
南部なかよしひろば 

児童館あそびひろば 

児童館あそびひろば 

臨床心理士の 
すくすく相談日 

子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 
開所時間 
　午前９時～午後４時 
　（土曜・日曜日、祝日は休み） 

開所時間 
　午前９時～午後４時 
　（土曜・日曜日、祝日は休み） 

高山静子『ひだまり通信』から抜粋 

日　時：１月８日（金）・１５日（金） 
　　　　午前１０時３０分～ 
　　　　　　　午前１１時３０分 
場　所：ひよこルーム 
対　象：２歳半～就園前の子
　　　　どもと保護者 
申し込み：どちらも１０組 
（電話での受け付けはしません。
１２月２５日までに直接センタ
ーへ申し込みください。） 

問い合わせ先 fl（４７）０３６９（阿久比スポーツ村クラブハウス２階） 

手作りおもちゃ講座 

つくってあそぼう！ 

成人の日 

日　時：１月１８日（月）　
　　　午前１０時３０分～ 
　　　　　午前１１時３０分 
対　象：０歳の子どもを 
　　　　持つ保護者 
申し込み：１０組 
託児：託児ボランティア
　　「ちゃお」の協力で
　　５組まで受け付けし
　　ます。 

同じ年の子どもを持つママ＆パパたちの 

を開催します。 年末は１２月２５日（金）午後４時まで、 
新年は１月５日（火）午前９時から始 
めます。 

・１１月１５日号でお知らせした年末年始の休みに誤りがあ 
　りました。お詫びして訂正します。 

よく眠る子に育ちます 
昼間、光を浴び
ると… 
 

夜、ぐっすり眠
るためのメラト
ニンがよくでま
す。 

ぐっすり 

運動により脳も育ちます 
歩いて、走っ
て登って、降
りて起きてい
る間中動きま

わって、子どもは立派な
脳をつくろうとしていま
す。 

豊かな感性が育ちます 
風や、雪、氷
の冷たさを感
じ、自然の中
で五感に刺激
をいっぱい受
けながら元気
に遊びましょ
う。 

　赤ちゃんでも、からだを
あたたかくし外に出ましょ
う。外気を吸うだけでも、
のどや、鼻の粘膜を鍛え、
風邪をひきにくいからだに
します。 

　保育園の「なかよしひろ
ば」や、児童館、あぐぴっ
ぴの「芝生広場開放日」 
「おさんぽぴっぴの日」を
利用して外で元気に遊びま
せんか。 

＊おしゃべりルーム＊ 
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TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
　年末年始は、忘年会やパー
ティーなどで酒を飲む機会が増え
る時期です。酒は、百薬の長にも、
害にもなります。酒を飲むときは
適量を守り、心身の味方にする飲
み方を覚えましょう。
　適量の酒を飲むことで、心身に
良い効果をもたらします。例えば、
善玉コレステロールを増やして動
脈硬化を予防したり、気分がくつ
ろいだり、寝つきがよくなったり、
食欲が増進したりします。
　しかし、酒を飲み過ぎると、高
血圧や肝障害、胃腸障害、睡眠障
害、糖尿病、がんなどの害をもた
らします。

体に負担がなく楽しく飲む方法
　酒の適量を覚えてください。１
日の適量は、日本酒なら１合、ビー
ルなら中ビン１本（５００ml）、焼酎
ならロック１杯（７０ml）です。１
週間当たりの量に置き換えると、
日本酒なら７合までです。
　毎日休みなく酒を飲んでいると、

インフルエンザ問い合わせ先
連絡先電話番号問い合わせ先窓口

�０５２-９５４-６２７２
愛知県健康対策課新型
インフルエンザ対策室

�０５６９-２４-４６９９愛知県半田保健所
�０５６９-４８-１１１１阿久比町保健センター

我慢強い肝臓も音を上げてしまい
ます。体調が悪くなくても、飲み
過ぎは禁物です。酒を飲む日と飲
まない日のめりはりを付けて飲む
ことが大切です。週に２日は休肝
日をつくるようにしましょう。

適量を守る３つの秘けつ
①　食べながら飲む。
　つまみを食べると胃腸の粘膜の上に層をつくるため、負担
が少なくてすみます。逆に食べ過ぎてしまわないよう、まず
は野菜のメニューなど、低エネルギー、低脂肪の食材を選ぶ
ようにしましょう。

②　飲むときは禁煙を。
　ニコチンはアルコールに溶けやすく、その害は倍増します。
動脈硬化を促進させるたばこは厳禁です。

③　ストレスをためない。
　ストレスを抱えて飲むと、やけ酒、やけ食いなどからエネ
ルギーオーバーになります。ゆったりとした気分で、ストレ
スを解消できる飲み方をしましょう。
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米
山
１
－
１

　
　
　
 �
４８
－
８８
６６

３
日
�
 山
田
内
科

　
　
　
 草
木
字
平
井
堀
３

　
　
　
 �
４８
－
３７
３７

１０
日
�
 浅
井
外
科

　
　
　
 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

　
　
　
 �
４８
－
８７
８７

１１
日
�
 飯
塚
医
院

　
　
　
 福
住
字
六
反
田
１
－
９

　
　
　
 �
４８
－
２１
３１

１７
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 白
沢
字
天
神
裏
１０
－
８

　
　
　
 �
４
8
－
０２
０２

２４
日
�
 ハ
ー
ブ
内
科
皮
フ
科

　
　
　
 横
松
字
宮
前
６７

　
　
　
 �
４８
－
９０
７４

３１
日
�
 あ
ぐ
い
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
矢
高
字
高
岡
北
８６

　
　
　
 �
４９
－
０３
７３

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

《
休
日
診
療
担
当
医
院
》
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《 今 月 の お す す め 》

『日本の技術経営に異議あり』
伊丹　敬之　編著

『月華の銀橋』
高任　和夫　著

『花や散るらん』
葉室　麟　著

『野球は人生そのものだ』
長嶋　茂雄　著

『蒸し器・せいろでつくる　蒸し料理の感動レシピ』
村田　裕子　監修

『和風もめんのパッチワークバッグ　７０』
日本ヴォーグ社

『ミニチュア・シュナウザーの飼い方 ･しつけ方』
佐藤　真貴子　他　監修

『きのふの東京、けふの東京』
川本　三郎　著

『女性のための修身教授録』
森　信三　著

医療者の言葉しだいで、治療の
日々が天国にも地獄にもなる、衝撃
の現場を紹介。著者が心と体が立ち
直っていく言葉を具体的に提案。医
師・看護師・患者・家族がお互いに
救われる新コミュニケーション術 ｡

阿久比町立図書館
�48-6231

『どうぶつサーカスはじまるよ』

西村　敏雄　作
『月の青空』

八束　澄子　作

『ピーターと象と魔術師』

ケイト・ディカミロ　作
『すみ鬼にげた』

岩城　範枝　作／松村　公嗣　絵

冬が来た。色んなところに冬が来
た。みんな、どんなふうに過ごすの
かな…。季節の訪れを喜んでいる生
きものたちを、子どもたちと一緒に
見つけよう。色んな場所の色んな生
きものたちに出会える絵本。

『ふゆですよ』『ふゆですよ』
柴田 晋吾 作／降矢 なな 絵柴田　晋吾　作／降矢　なな　絵

『言葉で治療する』『言葉で治療する』
鎌田 實 著鎌田　實　著

★狂俳英比会作品展
　～１２月２３日（水）
★阿久比中学校美術作品展・造形部展
　１２月２６日（土）～１月１７日（日）

�������

１月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

�２�１☆☆☆☆☆

９８７６５�４�３

１６１５１４１３１２�１１１０

２３２２２１２０１９�１８１７

３０２９�２８２７２６�２５２４　
　３１
開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

�������

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 のののののののののののののののののののの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知 らららららららららららららららららららら せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ館 の お 知 ら せ
　図書館は、１２月２８日（月）から１月４日（月）まで館内整理や年末年始のため休館します。
　休館中の図書などの返却は、ブックポストへお願いします。
　受付で、図書館カレンダーを配布していますので、休館日を確認してください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　貸出券の発行を受けてから、住所・氏名・電話番号などに変更があった方は、図書館へ届出
をしてください。
　図書館からのお知らせが届かないことがあります。ご協力をお願いします。
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１２４ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
幼
児
期
か

ら
の
防
災
教
育
は
、
将
来
の
子
ど
も
の
命

と
家
族
を
守
る
減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

東
海
・
東
南
海
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

阿
久
比
町
の
ほ
ぼ
全
域
で
震
度
５
強
〜
６

弱
の
揺
れ
が
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
非
常
に
多
く
の
風
水

害
が
こ
の
地
方
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
族
へ
の
被
害
が
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
、
防
災
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
乳
幼
児
の
い
る
家

庭
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
し
て
く

だ
さ
い
。
一
般
的
に
最
低
三
日
分
必
要
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
乳
幼
児
の
た
め
の
持
ち
出
し
品
】

□
粉
ミ
ル
ク

　

保
存
期
間
が
短
い
た
め
、
町
で
は
現
在

備
蓄
し
て
い
ま
せ
ん
。
家
庭
で
ス
ト
ッ
ク

し
て
お
く
習
慣
に
し
て
く
だ
さ
い
。

□
飲
料
水

　

発
災
直
後
か
ら
断
水
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
停
電
に
よ
る

ポ
ン
プ
停
止
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
人
は

一
日
三
リ
ッ
ト
ル
を
三
日
分
必
要
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

□
哺
乳
瓶

□
電
気
ポ
ッ
ト

　

停
電
に
な
れ
ば
使
え
ま
せ
ん
。
家
庭
用

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
や
か
ん
で
代
用
し
ま

す
。

□
紙
お
む
つ

　

町
で
は
備
蓄
し
て
い
ま
せ
ん
。
家
庭
で

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
習
慣
に
し
て
く
だ
さ

い
。

□
お
し
り
ふ
き

□
母
子
手
帳

□
お
ん
ぶ
ひ
も

　

避
難
す
る
と
き
に
両
手
が
使
え
な
い
と

不
便
で
危
険
で
す
。

□
着
替
え

□
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

□
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
（
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
心
配
の
あ
る
乳
幼
児
）

□
非
常
持
ち
出
し
袋

　

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
平
日
の
昼
間
は
母
子
だ
け
の
家
庭

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
離
れ
た
家
族
と
連

絡
を
と
る
方
法
は
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
１
７
１
」
や
各
携
帯
会
社
の
開
設

す
る
「
災
害
用
伝
言
版
」
が
有
効
で
す
。

利
用
方
法
と
避
難
す
る
と
き
の
集
合
場
所

を
取
り
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三
カ
月
児
検
診

の
際
、
乳
幼
児
を
持
つ
母
親
に
冊
子
を
配

布
し
、防
災
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。防
災
交

通
課
で
も
、
防
災
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
の
備
え

　

今
後
三
十
年
以
内
に
東
海
地
震
の
発
生

す
る
確
率
は
八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト（
Ｍ
８
・

０
程
度
）、東
南
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
六
十
〜
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度（
Ｍ
８
・

１
程
度
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
乳

幼
児
の
子
ど
も
が
成
人
に
な
る
ま
で
に
、

こ
の
大
規
模
地
震
に
遭
遇
す
る
可
能
性
は

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象
情報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防災
ねっと」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、町
から発信する防災の緊急情報などをメールでお知らせし
ます。
※　災害時緊急メール登録者数１,１３８人（１２月１日　現在）
　インターネット接続画面からアドレスを入力してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応しています。
※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで携帯電話で

※　ＱＲコードの読み取りに対応
した携帯電話を使っている方は、
ＱＲコードを読み取ることでア
クセスができます。
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卯
之
山
公
園
を
通
り
、
東
側
か
ら
秋
葉

山
へ
上
る
た
め
に
造
ら
れ
た
石
段
を
上
る
。

後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
ま
ち
の
景
色
が
一

望
で
き
、
高
い
場
所
に
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か
る
。

山
頂
に
は
秋
葉
神
社
が
整
備
さ
れ
、
左

手
奥
に
「 
火 ひ 
袋 
の
な
い
燈
籠
」
と
「
秋
葉

ぶ
く
ろ

山 
九  
品  
仏 
」
が
並
ぶ
。
二
種
類
の
石
造
物

く 

ほ
ん 
ぶ
つ

は
と
も
に 
愛  
宕  
山 
山
頂
に
あ
り
、
小
学
校

あ 
た
ご 
や
ま

運
動
場
建
設
（
坂
部
・
卯
之
山
コ
ー
ス
④

で
紹
介
）
の
た
め
に
現
在
の
場
所
へ
移
さ

れ
た
。

燈
籠
に
火
を
と
も
す
「
火
袋
」
が
な
い

の
は
、
運
動
場
建
設
中
に
破
損
、
九
品
仏

は
長
泉
寺
（
現
最
勝
寺
）
二
十
九
代
秀
音

住
職
が
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
建
立

し
た
石
造
物
だ
と
文
化
財
調
査
報
告
に
解

説
が
あ
る
。

極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
者
は
、
生
前
に

積
ん
だ
功
徳
の
違
い
で
、
九
つ
の
階
位
に

分
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
極

楽
浄
土
に
い
る
九
体
の
阿
弥
陀
仏
を 
九  
品 

く 

ほ
ん

 
仏 
と
呼
ぶ
よ
う
だ
。

ぶ
つ

「
中
央
に
い
る
仏
さ
ん
、
僕
の
顔
に
似

て
ま
せ
ん
か
」
と
友
人
が
言
う
。
「
確
か

に
、
り
り
し
い
と
こ
ろ
が
似
て
い
る
か
な

あ
」
。
仏
の
前
で
思
っ
て
も
い
な
い
こ
と

を
口
に
し
て
し
ま
っ
た
私
。
反
省
し
な
が

ら
、
仏
に
手
を
合
わ
せ
る
。

坂
部
・
卯
之
山
コ
ー
ス
の
最
後
に
、 
弘 ぐ

 
誓  
院 
境
内
に
ま
つ
ら
れ
る
「
阿
弥
陀
如
来

ぜ
い 
い
ん

像
」
と
「 
馬  
頭  
観  
音  
像 
」
を
探
す
。
参
道

ば 
と
う 
か
ん 
の
ん 
ぞ
う

に
大
き
く
「
筆
塚
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
を

横
目
に
、
弘
誓
院
山
門
を
く
ぐ
る
。

老
住
職
と
話
が
で
き
た
。
書
院
に
通
し

て
も
ら
い
、
抹
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
近
く
の
山
に
ウ
サ

ギ
狩
り
に
よ
く
行
き
ま
し
た
よ
」
。
う
れ

し
そ
う
に
話
す
老
住
職
の
瞳
が
少
年
の
目

の
輝
き
に
変
わ
る
。

弘
誓
院
の
山
号
は
� 
兎  
養  
山 
�
。
卯
之

と 

よ
う 
ざ
ん

山
地
区
の
地
名
は
、
こ
の
山
号
に
ち
な
み

「 
兎  
之  
山 
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝

う 

の 

や
ま

わ
る
。
一
昔
前
ま
で
、
本
当
に
ウ
サ
ギ
が

す
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

「
阿
弥
陀
如
来
像
」
と
「
馬
頭
観
音

像
」
を
案
内
し
て
も
ら
う
。
座
っ
て
ひ
ざ

の
前
で
手
を
組
む
阿
弥
陀
像
は
、
小
さ
な

お
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
る
。
「
寶
暦
二
年

壬
申
四
月
八
日
」
の
文
字
が
は
っ
き
り
と

読
め
る
。
牛
馬
の
守
護
仏
と
さ
れ
る
馬
頭

観
音
は
、
山
門
近
く
で
、
ほ
か
の
石
碑
と

と
も
に
並
ぶ
。
屋
根
の
あ
る
場
所
に
置
か

れ
て
い
な
い
せ
い
か
、
風
化
が
激
し
い
。

「
二
つ
と
も
私
が
住
職
に
な
る
前
か
ら

あ
っ
た
み
た
い
だ
か
ら
ね
え
。
皆
さ
ん
が

花
を
供
え
て
大
事
に
し
て
ま
す
よ
」

寺
を
後
に
し
て
、
細
い
坂
道
を
下
る
。

日
が
沈
み
か
け
る
。
路
地
裏
か
ら
白
い
ネ

コ
が
飛
び
出
す
。
一
瞬
�
ウ
サ
ギ
�
か
と

思
っ
た
の
は
私
も
友
人
も
同
じ
だ
っ
た
。

弘誓院境内に安置される“阿弥陀如来像”

秋葉山山頂に並ぶ“火袋のない燈籠”と“九品仏”

N

坂
部
駅 

公民館 
洞雲院 

城山公園 最勝寺 

図書館 

〒 

文 
英比小 

坂部郵便局 坂部郵便局 

阿
久
比
川 

名
古
屋
半
田
線 

城山保育園 

ほくぶ幼稚園 

最勝寺 

弘誓院 

津嶋神社 津嶋神社 

スポーツ医・ 
　科学研究所 

スポーツ村 
洞雲院 

焼山池 

下ノ池 

愛宕山 
スポーツ村 

ほくぶ幼稚園 

八幡神社 

秋葉神社 
阿弥陀如来像 

馬頭観音像 

行者堂 

秋葉山九品仏 
火袋のない燈籠 
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平成２２年１月１０日（日）　午後１時～
雨天の場合は、１月１７日（日）に延期します
（草木、南部学区会場は、雨天中止です）

　東部学区会場　宮津公民館西側
　英比学区会場　英比小学校運動場
　草木学区会場　（株）デンソー阿久比製作所グラウンド
　南部学区会場　阿久比中学校西側多目的広場

・凧をあげるときは、電線や周囲の状況に注意して
ください。

・会場までの行き帰りには、交通安全に注意してく
ださい。

□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

発効日最低賃金額
（時間額）最低賃金名

（地域最低賃金）

平成２１年
１０月１１日７３２円愛知県最低賃金

（産業別（特定）最低賃金）

平成２１年
１２月１６日

８５３円愛知県製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業最低
賃金

８３１円
愛知県はん用機械器具､生産用機械器具､業務用機
械器具製造業最低賃金（従来の愛知県一般機械器
具製造業最低賃金から名称変更しました）

７９６円

愛知県電子部品･デバイス･電子回路､電気機械器
具、情報通信機械器具製造業最低賃金（従来の愛知
県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品 ･デ
バイス製造業最低賃金から名称変更しました）

８３７円愛知県輸送用機械器具製造業最低賃金

７８５円愛知県計量器・測定器・分析機器・試験機、光学機
械器具・レンズ、時計・同部分品製造業最低賃金

７８１円愛知県各種商品小売業最低賃金
８１８円愛知県自動車（新車）小売業最低賃金

（注）従来の ｢愛知県自動車（新車）、自動車部分品・附属品小
売業最低賃金 ｣を分離して新設したものです。｢自動車部分品・
附属品小売業｣の最低賃金は平成１９年１２月１６日発効の時間額８００
円が据え置きになります。

□問い合わせ先　半田労働基準監督署　�（２１）１０３０
　愛知労働局ホームページ（http://www.aichi-rodo.go.jp/）

　愛知県内の特定の産業に適用される７業種の産業別（特定）
最低賃金が、平成２１年１２月１６日から改正された金額となります。
　既に１０月１１日に改正されている「愛知県最低賃金」と併せ、
愛知県の最低賃金（時間額）は、次のとおりとなります。

　野焼き（屋外での焼却）に対する苦情が数多く寄
せられます。例えば「煙の臭いがつくので洗濯物や
布団が干せない」「煙が部屋に入ってくるので窓が開
けられない」「せき込んで息苦しい」「病人なのでつ
らい」などです。
　野焼きは、農業などを営む上でのやむを得ない焼
却、慣習宗教上行事での焼却など一部の例外を除き、
平成１３年４月１日から禁止されています。農業によ
るやむを得ない焼却など、禁止の例外となる焼却で
あっても、他人に迷惑を及ぼすような焼却は認めら
れません。周囲に迷惑とならないようにすることが
大前提です。
　再資源化できるものは燃やさずに資源としてリサ
イクルに努めましょう。リサイクルできないものは
廃棄物として、町が回収できる家庭ごみについては、
指定日に指定場所へ出しましょう。
　町で回収できないごみ・事業者から出るごみにつ
いては、処理業者で処理を依頼するなど適正に処理
をしてください。
□問い合わせ先
　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１０・３１７）

～社会保険庁が廃止され、
　　新たに「日本年金機構」がスタートします。～

○　国民の信頼に応え、一層のサービス向上の実現
を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日
本年金機構」として生まれ変わります。
○　現在ある近くの社会保険事務所は、新たに「年
金事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの
窓口として引き続きご利用いただけます。
□問い合わせ先
　半田年金事務所（仮称）　�（２１）２１４１

公的年金の運営業務 

公的年金の 
財政責任・運営責任 

廃止 
厚
生
労
働
省 

日
本
年
金
機
構 

社
会
保
険
庁 

平成２２年１月１日 

にっ ぽん 
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�
　

家
屋
に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
一
月
一
日
現
在
の
所
有
状
況
に
よ
り
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
中
に
家
屋
の
新
・
増
築

ま
た
は
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
方
で
、
町
職

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

員
が
調
査
に
伺
っ
て
い
な
い
方
は
、
役
場

税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
・
増
築
家
屋
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
評
価
額
算
定
の
た
め
の
調
査
を
、
取
り

壊
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
年
内
に
取
り

壊
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
課
税
台
帳
か
ら

抹
消
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
ま
で
に
こ
れ
ら
の
予
定
が
あ
る
方

に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
家
屋
改
修
の
減
税
制
度
に
つ
い
て

　

一
定
の
条
件
で
家
屋
を
改
修
し
た
方
は
、

固
定
資
産
税
が
減
額
と
な
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

・　

耐
震
改
修
減
額

・　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
減
額

・　

省
エ
ネ
改
修
減
額

　

減
額
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は

申
告
が
必
要
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
１
）

�
　

母
子
家
庭
と
寡
婦
の
方
の
生
活
の
安
定

と
児
童
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
愛
知
県
で

は
暮
ら
し
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

□
貸
付
対
象
者

・　

母
子
福
祉
資
金

　

①　

二
十
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
（
母
子
家

庭
の
母
）

　

②　

①
が
扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
未
満

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

の
児
童

　

③　

二
十
歳
未
満
の
父
母
の
い
な
い
児

童

・　

寡
婦
福
祉
資
金

　

①　

か
つ
て
配
偶
者
の
な
い
女
子
と
し

て
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
た
こ
と
の
あ
る
配
偶
者
の
な
い
女

子
（
寡
婦
）

　

②　

①
が
扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

の
子
な
ど

□
貸
付
金
の
種
類

　

事
業
開
始
資
金
、
事
業
継
続
資
金
、
技

能
習
得
資
金
、
就
職
支
度
資
金
、
住
宅
資

金
、
転
宅
資
金
、
医
療
介
護
資
金
、
生
活

資
金
、
結
婚
資
金
、
修
学
資
金
、
就
学
支

度
資
金
、
修
業
資
金　

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
知
多
福
祉
相

談
セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
課
母
子
自
立
支

援
員
�（
３
１
）０
１
２
１
、
住
民
福

祉
課
社
会
福
祉
係
�（
４
８
）１
１
１

１
（
内
２
２
６
）

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
講

し
ま
す
。
救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い

方
の
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日（
火
）　　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半　

　

半
田
消
防
署

□
定　

員　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
半
田
消
防

�
�
�
�
�
�
�
	



署　

�（
２
１
）１
４
９
２　
　

H
P

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

阿
久
比
町
で
は
、
国
の
緊
急
保
証
制
度

を
利
用
し
て
融
資
を
受
け
た
中
小
企
業
者

の
方
に
、
信
用
保
証
料
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
対
象
と
な
る
融
資

の
期
限
を
延
長
し
ま
し
た
。

□
補
助
対
象
者　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
方　

①
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第

二
条
第
四
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
く

阿
久
比
町
長
の
認
定
を
受
け
た
方
②
緊

急
保
証
制
度
お
よ
び
愛
知
県
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金
の
融
資
を
受
け
た

方
③
信
用
保
証
料
の
全
額
を
愛
知
県
信

用
保
証
協
会
に
納
付
済
み
の
方
④
税
な

ど
の
滞
納
の
な
い
方

□
補
助
対
象
融
資　

平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
融
資
を
受
け
た

方
。

□
補
助
金
の
額　

支
払
っ
た
信
用
保
証
料

の
二
分
の
一
（
百
円
未
満
の
端
数
切
り

捨
て
）
の
額
で
十
万
円
を
限
度
と
す
る
。

□
申
請
の
方
法　

申
請
者
は
、
信
用
保
証

料
を
支
払
っ
た
日
か
ら
三
カ
月
以
内
に
、

次
の
書
類
を
提
出
。
①
補
助
金
交
付
申

請
書
②
取
扱
金
融
機
関
証
明
書
③
税
な

ど
の
納
付
を
証
明
す
る
書
類
④
信
用
保

証
を
決
定
し
た
旨
の
通
知
書
の
写
し

□
申
請
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
商
工
労
政
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
３
４
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

平成２２・２３年度〔定時受付〕
　　　　入札参加資格審査申請を受け付けます
平成２２・２３年度に町が発注する①建設工事②設計・測量・建設コンサルタント等業務③物品等の契約に係る
競争入札等に参加を希望の方は「あいち電子調達共同システム」から入札参加資格審査申請を行ってください。

受付期間：平成２２年１月４日（月）～２月１５日（月）（土曜・日曜日、祝日を除く）　 午前８時～午後８時

□申請方法　①建設工事②設計・測量・建設コンサルタント等業務の場合は、あいち電子調達共同システム
(CALS/EC) による電子申請

　　　　　　https://www.chotatsu.e-aichi.jp/portal/index.html
　　　　　　③物品等の場合は、あいち電子調達共同システム (物品等 ) による電子申請
　　　　　　http://www.buppin.e-aichi.jp/
□そ　の　他　申請要領は阿久比町のホームページからダウンロードできます。
　　　　　　http://www.town.agui.lg.jp/ka/somu/kanzai/shikakushinsa.htm
□問い合わせ先　総務課管財係　�（４８）１１１１（内２３０）
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日　　時場  所種　　目

８日（金）、１５日（金）、２２日（金）、２９日
（金）　午後７時３０分～午後９時体育館フォークダンス教室

６日（水）、２０日（水）
午後７時３０分～午後９時体育館健康体操教室

１３日（水）、２７日（水）
午後７時３０分～午後８時３０分体育館ヒップホップ

ダンス教室

９日（土）、１６日（土）、２３日（土）、３０日
（土）　午前９時～正午（１６日は南部
小学校、３０日は英比小学校です）

体育館小中学生バレー
ボール教室

１０日（日）　午前９時～正午運動場みんなでウォーキング
１７日（日）　午前９時～正午運動場グラウンドゴルフ

※　場所は草木小学校です

○　非会員の方は、１人１回２００円です。
※　日時など変更になる場合は、草木地区の掲示板でお知ら
せしますので確認してください。

□申し込み・問い合わせ先　アクティブあぐい
　�０９０－６６１７－９１０１（担当　竹内）

�

�

�

�

�����������������������������������������

�����������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□人権・行政・心配ごと相談
　７日（木）、２１日（木）
　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午前９時３０分～午前１１時３０分
　※電話での相談も受け付けます。

□無料法律相談（事前に予約が必要）
　２１日（木）　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午後１時～午後４時
　※問い合わせ先
　　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

１月の 

会　場内　　容日　　時

陸上競技場スポーツ村を走ろう
１月１０日（日）
午前９時３０分～
午前１１時３０分

陸上競技場愛知県ユース（Ｕ-１３）サッ
カー選手権・知多地区大会

１月１６日（土）
午前９時～

陸上競技場第３２回阿久比町健康づ
くりマラソン大会

１月２４日（日）
午前９時～

□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００
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１月７日（木）　場所　中央公民館本館
　　　　　　　時間　午後１時３０分～

午後４時３０分
　NPO法人知多地域成年後見センターでは、成
年後見制度巡回相談（事前に予約が必要）を毎月
行っています。

□問い合わせ先
　半田後見事務所（半田市福祉文化会館内）
　�（２１）０８１１

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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　草木地区で下水道受益者負担金の説明会
を行います。対象の方には１２月下旬に資料
を送付します。
□日　時　１月１８日（月）・１９日（火）・２０日
（水）いずれも午後７時～午後８時３０分
□場　所　草木公民館講堂
□問い合わせ先　　上下水道課
　�（４８）１１１１（内３５０）
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＊＊＊第３回アクティブあぐいボウリング大会＊＊＊
日　時：２月１４日（日）午前１０時集合、１０時３０分スタート
場　所：半田グランドボウル
参加費：マイボウルの部（３Ｇ）　２,０００円
　　　　一般の部（２Ｇ）会員　１,４００円、非会員　１,６００円（共

に靴代別）
申込締め切り　１月３１日、募集人員　４０人
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広報あぐい　２００９年１２月１５日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

996

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

11月　救急・火災
救急救急　　　　　８８８８
交通事故交通事故　　　９９
急 病急　　病　　５４５４
そそ の 他の 他　　２５２５

火災火災　　　１１
建 物建　物　　１１
車 両車　両　　００
その他その他　　００

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町消防団
出動人員０人

Singing Lawyer
歌・
夢～花束にして

（財）あいち男女共同参画財団サテライトセミナー 
あぐい女性の会メイン事業・阿久比町男女共同参画講演会 

オペラで綴る法律のお話 

定員　１２０名 
１月２０日から整理券を 
中央公民館社会教育課 
窓口で配布します 


